


  



  

日本発生生物学会第 l3 期会長および 運営委員選挙結果 

1992 年 10 月 17 日および m1 月 27 日に干葉大学理学部にて 開票を行 い ，以下のように 決まりました。 

第二次会長選挙の 結果 ( 敬称略 ) 

会長 : 江口 吾朗 

( 次点 : 岡田 盤古 ) 

運営委員選挙の 結果 (50 昔順 ，敬称 何 番   

運営委員 : 浅島 調 

安部 め   

天野 実 

井出 宏之 

岡田 盤古 

片桐 千明 

佐藤 矩行 

塩川光一郎 

申述 愚夫 

長浜 嘉幸 

藤沢 蟹 

見 元紀 

八杉 貞雄 

安堵 郁夫 

( 次点 : 黒岩 尾 ) 

以上 

選挙管理委員長 : 大日方 昂 

選挙管理委員 : 野月 l 宏幸 

同     深町 博史 
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会長再任に当って 

一昨年本学会の 会長に選任されまして ， 2 か 年の任期を終えました。 安堵双会長及び 運営委員 

各位はもとより 会員の皆さんのご 努力とご協力とによって ，本学会はさまざまな 問題をかかえ 乍 

ら，今日まで 健全に存立して 参りましたことをまず 心から感謝申し 上げます。 学会誌 Development, 

Growth and 団 fferentiation も編集主幹片桐千明先生と 編集委員各位の 並々ならぬ ご 努力により   

より良く発展しつつあ ります。 たいへんご多忙の 中を DGD の発展のために 大きな犠牲を 払って 

こられました 片桐主幹はじめ 編集委員の先生方はもとより ，学会運営の 黒子として事務局を 担当 

して下さった 塩川光一幹事長及び 幹事諸氏には 感謝の言葉もあ りません。 

さて，先の会長選挙にて ， 計らずも私が 再任されましたが ，これまでの 2 か 年間に本学会がか 

かえている問題を 何ひとつ抜本的に 解決し得ませんでした 非力を想いますと ，これからの 任期を 

会長としてど う処 すべきか当惑を 禁じ 得 ません。 ひたすら，会員諸氏のご 協力とご助力とを 戴 い 

て， 成し得ることを 地道にひとつひとつ 片付け，学会のより 良き発展に尽すことに 専念するのみ 

と 存じます。 

ところで，本学会は 会員数が 1,000 名弱の比較的小規模な 学会であ りますが，年間約 1,500 万円 

を 似、 要とする DGD を刊行して参りました。 本誌は，発生研究領域の 専門誌としては ， 2 番目に 

古 い "Embryoloeia" を継承したものであ りまして，その 意味では国際的な 評価はそれなりに 定着 

しております。 しかし，今日同類の 国際 誌 が数多く刊行されていることもあ りまして，発行部数   

が延び悩み，したがって ，刊行のための 財源の大半を 学会費に依存せざるを 得ないことにより ， 

本学会は深刻な 財政難に直面しております。 DGD のよりよい刊行の 在り方を模索し ，学会費の値 

上げを実施しないで 本学会の財政を 建て直し，より 実質的な学会活動が 展開できるような 道を開 

くことが，今期会長に 課せられた最も 大きな責務であ ろうと存じます。 会員の皆さんがこぞって 

よいお仕事をご 寄稿下さることは ， DGn の発展に最も 寄与することにつながりますので ，この点 

お心掛け下さるようお 願いいたします。 

わが国の基礎研究は 多くの場合，国費で 支えられているのが 現状であ ります。 幸い，平成 5 年 

度 より，文部省科学研究費補助金の 複合領域に発生生物学の 細目が設けられましたことは ，日本 

の発生研究者が 組織する本学会の 将来にとりましても ，願ってもな い ことであ ります。 折角の国 

家予算が公平かつ 有効に配分されるような 学会と か たしましても 格段の努力を 傾ける必要を 痛感 

しております。 

本学会の発展はどのように 見ましても会員の 皆様のご協力なしには 達せられません。 今後，運 

営委員，編集委員，幹事，諸先生の 叡智をいただいて ，最善の努力を 傾注する覚悟でございます 

が ，会員各位 お 一人 お 一人のご協力とご 助力を重ねてお 願い い たします。 

1992 年 12 月 

会 長 江 口 吾 朗 

一 2 一 



日本発生生物学会第 26 合大会のお知らせ 

第 2f 同 日本発生生物学会大会は ， 1993 年 5 月 26 日 一 28 日に，福岡市リーセントホテルで 開催さ 

れることになりました。 皆様のご参加をこころからお 待ちしております。 

l )  期 日 : 1993 年 5  月 26 日㈹ 一 5  月 28 日㈲ 

2) 会 場 : 福岡リーセントホテル ( 公立学校共済組合 ) 電話番号 092 一 641 一 7741 

福岡市東区箱 崎 2 一 52 一 1 

福岡空港・ J R 博多駅から地下鉄 ( 「中りⅡ川 @ 」で乗り換え ) 「箱 崎宮前」で下車 ( 所 

要時間約 10 一 15 分 ), 徒歩 3 分 ( 地下鉄の福岡空港一博多訊問 は ， 1993 年 3 月開通 

予定 ) 。 タクシーは福岡空港から 2000 円くらい， J R 博多駅から 1500 円くらい。 

3) 参加申込 

の 同封の参加申込書に 必要事項を記入して ， 1993 年 3 月 12 日㈲ ( 当日消印有効 ) までに申し込み 

ください。 

②申込先 : 〒 812 福岡市東区箱 崎 6 一 10 一 1 

九州大学理学部生物学教室 

日本発生生物学会第 26 回大会準備委員会 

③大会参加費 :6.000 円 ( 学生・院生 5,000 円 ) 

大会参加費は 郵便局の定額小為替で ，指定受取人を 

福岡市東区箱 崎 6 一 10 一 1  九州大学理学部生物学教室 

野村一也 

として参加申込書とともに 書留にてお送りください。 

④懇親会を大会第 2 日目， 5 月 27 日に行います。 参加をご希望の 方は懇親会費 5,000 円を大会 

参加費に加算してお 送りください。 場合によっては ，当日の受付ができないこともあ ります 

ので，できるだけ 大会参加申込といっしょにお 申し込みください。 

⑤同封の受 取 書の所定 欄 に名前および 必要事項を，また 表に郵便番号，住所および 氏名を記入 

しかならず切手を 貼ってください。 

⑥問合わせ先 : 準備委員会 092 一 641 一 1101. 内線 4408 一 4410( 山名，野村，小林 ) 

4) 研究発表 

①申込期限 : 1993 年 3  月 12 日㈲ 当日消印有効 

②本大会の研究発表は ，口頭発表とポスター 展示の併用で 行います。 発表者はどちらかを 選択 

して申し込んでください。 ご希望の発表形式を 変更していただくようお 願いすることがあ る 

かも知れません。 あ らかじめご了承ください。 
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③研究発表の 申込者は ， ㈲同封の参加申込書に 必要事項を記入し (2@ 表 要旨とともに 書留で 

お送りください。 なお，連絡 善 にも筆頭発表者 ( 演者 ) 名を裏 面に， その連絡先を 表の宛名 

欄 に記入の上，かならず 切手を貼ってお 出しくたさ い 。 研究発表は 1993 年度までの会費納入 

者に限ります。 連名で発表される 場合には，筆頭発表者 ( 演者 ) が申し込んでください。 そ 

れ以外の方は ，参加申込書の 所定の欄に筆頭発表者名を 記入してください。 

④発表要旨の 原稿は，そのまま 写真印刷します。 黒 インクで明瞭に 書いてください。 タイプ や 

ワープロの場合には ，濃いめにブリントするように 気をつけてください。 図表も印刷できま 

す 。 英文タイトル ，所属，氏名も 所定の欄にご 記入ください。 

⑤口頭発表 : 発表時間は 15 分 ( 発表 12 分，討論 3 分 ) 。 会場には 35mm 版 ( 外枠 50X50mm), スライ 

@ プロジェクター 1 台を用意します。 スライド枚数は 1 演題につき 10 枚 以内とし 

ます。 その他の映写機等の 使用をご希望の 方は，事前に 準備委員会にご 相談くだ 

さい。 

ポスター展示 : パネルサイズは 180RnlX180nm です。 形式は特に定めませんが ，最上段にタイ 

  ルを 掲示してください。 押しピン等は 準備委員会で 用意いたします。 

5) 大会準備委員会では ，宿泊のお世話は い たしません。 交通，宿泊のお 世話をする会社が 明年 

4 月上旬ごろ案内をお 送りします。 希望者は各自申し 込んでください。 ( 本 サーキュラ一にも 

申し込み用紙かついておりますので 御利用下さい。 ) 

発表要旨記入 側 

フォリスタチンによるアクチ ビン A および植物極化因子の 

中胚葉分化誘導の 阻害について 

横浜太郎， 港 花子 ( 横浜市立大・ 生物 ) 

Follistatin inhibits the mesoderm ， inducing activity of activin A 

and@ the@ vegetalizing@ from@ chicken@ embryos   

T ， Yokohama@ and@ H ， Minoto 

Dept. of Biol., Yokoha@na ひ ty Univ., Yolkkohama 236 

一個の卵細胞から 完全な生物の 形作りを行う 過程のは複雑な 現象が起こっている。 組織，器官 

の形成には多段階的な 誘導現象が起こっていると 考えられる。 両生類の形作りの 中で最初に起こ 

る誘導現象に 桑実胚期から 胞胚 期 にかけて起こる 中胚葉誘導があ る。 

一 4 一 



DGD へ 投稿される方へ 

nGn では下記の要領で ，組版作成にフロッピーディスクを 利用することにしました。 組版 作 

成 時のタイプミスの 防止と刊行のスピードアップを 図るため，投稿者各位のご 協力をお願い 申し 

上げます。 

(1) 投稿は従 来 通りの方式でお 願いします。 

(2) . 投稿論文の採択通知を 受け取った時点で ，最終原稿の 入力されたフロッピーディスクを 編集 

幹事 宛 送って下さい。 使用できるティス ク は， 5.25 インチ (MD 悔 るいは， 35 インチ (MF) の 

ものです。 

タイプライターを 使って作成した 原稿の場合はその 旨 編集主幹にご 連絡下さい。 

(3) フロッピーディスクの 原稿フアイルは ， 全ての改訂を 含み，最終原稿の 内容と完全に 一致す 

る よ う にして下さい。 著者のプリンタ 一で印字できない 特殊な文字や 記号は，ファイルの 該当 

箇所を空白にし ，原稿に赤で 記入しておいて 下さい。 本文と図説明をディスク 中でそれぞれ 別 

の ファイルにして 下さい。 もし表もファイルに 入れる場合は ，それも別のファイル 名にして 

下さい。 各ファイルには ，その内容が 判るようにファイル 名を付けて下さい。 表や数式は ，従 

未 通りのタイプ 原稿でも結構です。 なお， 右 マージン揃えは 行わないで下さい。 

(4) ティス ク のうベルには ，著者名，使用したコンピュータ 一名，使用したプロクラム 名 ，編集 

委員会で付けた 原稿番号を明示して 下さい。 

(5) 印刷 E 斤ではたいていの 機種とプロバラムに 対応できますが ，送っていただいたディスクを 使 

わず，原稿から 組版することもあ りますので，あ らかじめご了承下さい。 

(6) ディスクについての 問い合わせは ，編集幹事または 下記へお願いします。 

739-17  広島市安佐北区上深川 W809 片 

大学印刷株式会社 

T  E  L  082 円 44 目 500 

F  A  X  082 円 44%800 

投稿に当たっては DGD 各号の Notice to Authors をご参照下さ       

References の書き方がまちまちで 困っています。 Notice to Authors 中の例に倣って 下さるよう 

お願いします。 

表紙の写真を 募集しています。 採択論文中の 表紙に適当な 写真を著者から 推薦して下さればあ 

  がたく存じます。 表紙には写真 2 葉を使っています。 写真のサイズはそれぞれ 横 98mm, 縦 65mm 

です。 

DGD 編集主幹 片桐 千明 

一 5 一 



  

[ 新刊書紹介 ] 

「精子学」 毛利秀雄監修・ 森沢正昭， 星 元紀綱 

全体で 350 ぺ ー ジ ， 12,360 円 ( 税込み ), 1992 年，東京大学出版会 

その序文にあ るように， " 生物にとって「殖える」，「子孫を 残す」という 生殖現象はもっとも 大 

切な営みのひとつであ る " 。 本書はその生殖の 際の形の働きを 担っている ( 残り形は卵子といえる 

から ) 。 精子についての ，現在の知見の 結集と い える戒善であ る。 精子の発見は 1677 年というから ， 

その最初の発見から 300 余年後の現状と い えるわけであ るが，その研究の 本格的発展は 上ヒ頓的最 

近のことであ る。 その序文によると ，わが国では 1972 年に西川義正先生の 監修，飯田勲先生の 編 

集 により nl@ 市乳動物の精子』が 刊行されて以来，その 後の研究の進展にも 拘らずそれを 充分に伝 

える精子に的を 絞った本はほとんど 刊ィ 「されていない。 そのような 状 ・ 況 下で編集者であ る 森 、 沢   

星雨教授の発案でこれが 成された。 監修者の毛利秀雄教授が 永 ヰ 勤務された東京大学を 退官され 

るのをきっかけとして ，最近の精子に 関する知見をまとめ T 精子学 コ として世に問いたい ， とい 

ぅ ことになり，本書が 誕生したというわけであ る。 

編者のことばにも 表わされているが ，精子の学問には 単に生物学としての 側面があ るにとどま 

らず，われわれ 人類の未来を 左右する可能性も 大きいためそこから 派生する倫理的な 問題あ る ぃ 

は 自然保護問題としての 側面もあ る。 故に， これらの両方の 関連の問題を 含めて総合的な 精子学 

をめざしている 点は本書の大きな 特色と い えよ う 。 そのため，理学・ 農学・医学など 広範な領域 

に 亘る 研究者が執筆している。 とり挙げた対象としても 原生動物から ヒト に至るまで多くの 動物 

が 含まれている。 全体は 20 章から成り，第 1 章から第 12 章までは精子の 構造と機能についての 基 

礎の研究に当て ，第 13 章から第 19 章までは応用面についての 研究を当て，最後の 第 20 章には将来 

の展望が述べられている。 このなかで，ちょっと 興味深いのは 用語の取り扱いについてであ る。 

執筆者が主に 身を置いている 分野によって ， 同じ英語に当たるものでも 微妙に用語の 使 い 方が違 

うのであ る ( たとえば， acrosome が先体であ り，また尖体でもあ るし，また Spermatogonium 

が精原細胞であ り， また 精 袖細胞であ るようなこと ) が両編者は敢えて 無理にその統一を 打なわ 

ず， 夫々の執筆者の 自主性にまかせている。 

これは，この 紹介者の主として 取り扱っている 初期発生の分野でも ，両生類の部分では gas. 

tTrulation と嚢胚形成ということが 多いのに，鳥類や 哺乳類の部分ではむしろ 原腸形成の字を 使う 

ことが多いのに 対応するようなことで ，面白いことであ る。 

そこでこの本の 内容を簡単に 紹介するために ，以下に各章の 目次を挙げ，新刊書紹介というこ 

とにさせていただくことにしよう。 第 1 章，精子研究の 歴史 ( 約 20 ぺージ ) 。 第 2 章，精子の基本 

構造 ( 約 17 ぺージ ) 。 ここには精子の 多様性と形態研究の 方法論も含む。 第 3 章，精子の形成                 
と 膨潤 ( 約 13 ぺージ ) 。 主として精子核の 形成と 卵 内でのその変身。 第 5 章，精子の運動機構             

20 ぺージ ) 。 鞭毛の構造と 機能の問題。 
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第 6 章，精子運動の 調節 ( 約 f4 ぺージ ) 。 精子運動のいわば 生理学といったところ。 第 7 章，精 

液の生化学 ( 約 13 ぺージ ) 。 精子尾形 賢膜 の問題と精液の 生化学。 第 8 章，精子のエネルギー 化論 

( 約 12 ぺージ ) 。 精子の関係する 降糖 ・呼吸および 高 エネルギーリン 酸化合物。 第 9 章，精子の受 

精能 獲得 ( 約 12 ぺージ ) 。 主に，ひわ り るか。 シテーション。 第 i0 章 ，先体反応と 受精 (( 約 12 ぺ一 

、 ジ ) 。 ウニ ， ホキ ，哺乳類の先体 ( 尖体 ) 反応から始め ， 膜 融合まで。 第 n1 章，精子における 遺伝 

子， ( 約 10 ぺージ ) 。 特に Y 染色体について。 第 12 章，精子と進化 ( 約 14 ぺージ ) 。 精子学の系統 学と 

いったところで 21 の動物群のうち ，解説。 第 13 章，精子の運動測定法 ( 約 10 ぺージ ) 。 主として 生 

理学的測定装置の 使用法。 第 U4 章，精子の凍結保存 ( 約 21 ぺージ ) 。 ウシ，ブタ， ヒト，サカナの 

精子取り扱い 法。 第 15 章， 抗 精子抗体 ( 約 13 ぺージ ) 。 精子抗原の分析。 第 16 章， ヒト X, Y 精子 

0 分離 ( 約 17 ぺ一ン ) ま さに標題の通り ，精子の分離 法は ついて。 第 17, 男性不妊 ( 約 19 ぺージ ) 。 
精子学の医学的側面，男性側の 原因による不妊症とその 治療まで。 第 18 章，男性避妊 (( 約 10 ぺー 

、 ジ ) 。 避妊 法は ついての解説。 第 19 章，生殖の人為調節と 人工受精 ( 約 25 ぺージ ) 。 ヒトの生殖の 人 

為操作に関する 問題から畜産および ， 自然保護の例としてのトキの 現況とその繁殖の 試み。 そし 

て 最後に第 20 章，今後の展望 ( 約 14 ぺージ ) 。 精子学の基礎から 応用まで。 最後に付録というかた 

ちの出てきた 動物の分類表があ る。 

以上から大体おわかりと 思われるが，文字通り 広範な，現代における 精子学の集大成と い え る 

姫児であ ろ 、ワ 
塩川光一郎 ( 東京大学・理学部・ 動物学教室，分子発生学研究室 ) 
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発生学者ホルトフレータ 一博士を悼む 

埼玉大学理学部 石 原 勝 敏 

11 同 15 日 日曜日の早朝，ホルトフレータ 一夫人から国際電話が 入りました。 「主人，ハンス・ 

ホルトフレーターが 13 日の牛後 3 時亡くなりました。 今年の始め頃 から体が弱ってきたのですが ， 

やはりだめでした。 お目にかかることができずに ，残俳がっておりました。 」 私は しばらく言葉を 

失いました。 

ホルトフレーターは 1901 年 1 月 9 日生まれ， 91 オを 越えてお元気でした。 数年前，岡田節人先 

生はじめ多くの 方々のご賛同をいただいて ， 1 カ月日本にお 迎えしようと 考えたことがあ りまし 

た 。 学術振興会の 助成が叶ったのですが ，高齢の博士の 体調を考えて ，実現しないで 終わりまし 

た。 それは 未 ホルトフレータ 一の健康が気になっていました。 

10 年前 ( そんなになるとは 思えませんが ), ホルトフレーターから オ ルガナイザ一の 研究にまつ 

わる長文の手紙をいただいて ，雑誌「自然」に 訳文をのせたことがあ りました。 シュペーマンの 

弟子として研究の 足跡を綴ったものでした。 1924 年にシュペーマンとヒルデ・マンゴルトの 共著 

で発表された 著名な オ ルガナイザ一の 研究にみられる 移植胚の死亡率を 抑えるために 考案された， 

ホルトフレータ 一の生理的塩類溶液 (1931 年 ) は有名です。 その移植実験の 再現を高めたことは り ません。 、つ き で も あ 翌年 (1932 年 ) に オ ルガナ ノザ 一の誘導 源 が化学物質であ るという実験 

を可能にしたのもこの 緩衝塩類溶液のおかげだったと 思います。 この論文は オ ルガナイザ一の 本 

体を探るための ，それ以降の 30 年間の研究の 歴史の出発点となりましたが ，一度は未解決のまま 

幕を閉じ， ホルトフレータ 一の心の中に ， ク ラムされた自律分化の 概念を生み， オルガナイ 

ザ一 が分化の引き 金になる ( 許容的誘導 ) と考えたよ う です。 今ではオルガナイザー 自身も誘導 

される ( 中胚葉誘導 ) ことが知られるようになり ，化学物質 説 が再燃していることを ホ ル小フレ 一 ターも矢口っている だ ち う と 無い ぅ ことが私の喜びです。 

ホルトフレーターは 鋭い洞察力をもち ，常に先駆的な 仕事をした偉大な 発生学者ですが ， もう 

一つ特筆しなければならないことがあ ります。 それは選択的 %m 胞 親和性の概俳です。 タウンズ と 

の 共著で発表された 三 胚葉の解離細胞が 選別の結果， 各細胞が特定の 位置と構造を 保つという 研 

究 (1955 年及び 1960 年代 ) は，現在の形態形成の 研究への画期的な 導火線になったと 思います。 

ホルトフレーターは「私はもう 化石だよ」とよく 言っていました。 私はもっと早く 若いときに 

お 逢いできたらよかったのにと 何度思ったかわかりません。 ホルトフレータ 一の闘志を内に 秘め 

た不屈の面構えを 多くの方に知ってもらえなかったことが 残俳です。 ホルトフレーターは 私への 

手紙の中で「宏子と 幸せな結婚をした」と 書いておられます。 以後の文通で 私はそれを実感しま 

した。 苦難と栄光に 満ちた研究生活の 後半は穏やかで 幸せな生活だったように 思います。 

宏子夫人 ( 旧姓 坂 宏子 ) は東北大学出身でお 茶の水女子大学の 講師を務めておられましたが ， 

結婚後はホルトフレータ 一の後半の人生を 支えてこられました。 宏子夫人には ，今後偉大な 科学 

者の思い出を 偲ぶ生活が始まり ， ホルトフレーターが 着眼したオルガナイザーと 形態形成の研究 
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の 発展を見守ることになると 思います。 そして， ホルトフレーターがよく 口にした分化の 潜在能 

力と遺伝子の 情報発現の関係が 解明される日を 夫人自身の目で 確かめてほしいと 願っています。 

1992 年 11 月 23 日 

公益信託・園生物科学国際基金 

平成 4 年度助成金が 下記の通り決定しました。 

氏 名 

広
碑
 
 
 
 
 

D
 
千
 

N
a
k
a
 

 
 

岩 崎 望 

T0dd K.FULLER 

Debra  Ann  Full 

Dayi QIN  奏達意 

今 西 規 

山 田 葉 子 

所 属 

名古屋大学 

メキシコ 

学
園
 

知
人
 

高
水
 

米 国 

中 国 

東京大学 

京都大学 

要 人研究先 / 国際会議開催地 
研究期間 / 
会議開催期間 

( 長期国際共同研究 ) 

The@ Scripps@ Research@ Insti ， ， 93.@ ， 95.@ 3 

tute  in  Cal 旺 ・ U.S.A. 

東京大学教養学部生物学教室   193.8 一 '93.10   
( 短期国際共同研究 ) 

2
 
 
 

'
9
3
.
 
 
'
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( 国際研究集会一研究発表 ) 

llth@ Inti ， Symposium@ on '93.  7   

Olfactio@ and@ Taste@ frLiffi ， 

 
 

American@Heart@Assocition@65th@Scien ，， 92.@ 11   

tificSe ㏄ ilonsNew  Orleans,U.S.A   

 
 

4th@Asia@oceania@Histocompatibility@Work ， ， 93.@ 4   

shop@and@Conference ， Perth ， Australia 

 
 

Inti ， Dctyostelium@Conference ， ， 93.@ 5   

Noordwijkerhout ， Netherlands 

 
 

助成金額 

円
円
 

万
万
 
0
 

0
 
9
 

9
 

円
円
 

万
万
 
0
 

0
 

5
 

5
 

25 万円 

25 万円 

25 万円 

25 万円 
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国隣 麿 ・ 回 ジーン 両 先生のネーム 入り椅子寄贈のための MB 」への寄付について 

拝啓 急 、 ぎ 足で秋の深まるこの 頃 ですが，益々 ご 健勝のこととお 慶び 申し上げます。 

さて， 回 ジーン先生が 館山で水眠されてからすでに 14 年近くになります。 

圓勝麿 先生は去る 10 同 16 日で米寿を迎えられ ，視力を落されたものの ，なお，かくしやくとして 

おられます。 両 先生にとって ，三崎臨海実験所，館山臨海実験所とともに ， Woods Hole MBL 

は ，国際的な活躍の 場として欠かすことのできなかった 臨海実験所ですから ，本来もっと 早くこ 

の計画を進めるべきでした。 遅ればせながら ， 両 先生の長年のご 指導を感謝し Marine Biologi   

caI Laboratory, Woods Hole の L Ⅱ lie Auditorium に前先生のネーム 入りの椅子を 寄付するた 

めの募金を発案させて 頂きます。 

なお， MBL への寄付金額は 2,000 ドルですが，皆様方からのご 寄 ィ寸が必要額を 超えた場合は ， 

その分を公益信託園生物科学国際基金に 振り込ませていただきたく 存じます。 ご了承いただけれ 

ば幸いです。 

よろしくご支援のほどお 願い致します。 

1992 年 10 月 12 日 

発起人 公益信託回生物科学国際基金運営委員会 

酒 井 茂 一 

能 村 拙 子 

濱 口 幸 久 

平 本 幸 男 ( 委員長 ) 

星 元 紀 

毛 利 秀 雄 

安 堵 郁 夫 
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第 33 回日本先天異常学会学術集会子き 

第 33 回日本先天異常学会学術集会を 下記のごとく 開催いたします。 多数の方々の 演題応募と学 

術集会へのご 参加をお待ちいたします。 

第 33 回日本先天異常学会学術集会 

会 長 三 浦 隆 行 

( 名古屋大学医学部整形覚科学教授 ) 

記 

会 期 平成 5 年 7 月 21 日㈹・ 22 日㈲・ 23 日㈲ 

会 場 名古屋市中小企業振興会館 ( 吹上 ) 

学術集会 

1. 会長講演 

「手の先天異常」 三浦 隆行 ( 名古屋大学整形覚科 ) 

2. 招待講演 

'rCe Ⅰ   ular@ posiional@ informa Ⅰ     on@ in@ chemi   al@ and@ genetc@ teratogenesi   J 

Ngel@ A ， Brown ， Ph ． D ， (St ． George ， s@ Hospital@ Medical@ School) 

3. シンポジ ウム 

Ⅲ先天異常における 最近の染色体研究 

(2) 顎顔面先天異常の 臨床 

(3) 先天性骨系統疾患の 基礎と臨床 一 小人症を中心に 一 

(4) 臓器別胎児異常の 出生双診断とその 治療 

(5) 神経 提 細胞と先天異常 

(6) 四肢の先天異常一その 基礎的・臨床的研究の 発展 一 

% 学会出席，研修講演など ，各科の臨床認定医資格継続申請に 必要な手続を 行っております。 

詳細はプロバラムに 掲載いたします。 

演題募集 

日本先天異常学会誌「先天異常 32 巻 4 号 (12 月発行予定 ) 」に綴込みの 案内に従い，同誌に 綴込 

みの用紙を使用してくたさい。 なお 2 題以上出題予定の 方，末人会で 出題希望の方は 送付先住 

所・氏名を明記して ，返信用切手￥ 175 を同封のうえ 12 月 1 日以降に下記事務局まで 直接応募 

用紙を請求してく た さ い 。 

演題応募締切り 平成 5 年 3 月 31 日㈹ 必着 

連絡・問い合わせ・ 応募用紙請求先 

〒 461 名古屋市東区白壁 1-45 白壁ビル 6 階 

㈱セントラルコンベンションサービス 内 

第 33 回日本先天異常学会学術集会事務局 

TEL 052-971-5552 FAX 052-951-3600 
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日本組織培養学会・ 細胞工学シンポジウム 

細胞の機能再現を 重視した培養システムの 構築 
一一発生学，薬理学，臓器工学の 接点を目指して   

場 所 東京医科歯科大学 1 号館 9 階特別講堂 

開催日時 1ggL@ 年 Ⅰ 同 29 日㈲ 10:30 一 17:00 

( 終了後懇親会を 開催します ) 

プロバラム 
5
0
5
 

  

  

0
0
1
 

  

一
一
一
 

  

  

  

  

  御挨拶 く 日本組織培養学会 mm 胞 工学委員会委員長小林茂 保 ) 

御挨拶 く 日本組織培養学会会長蔵 本博行 ) 

形態形成の分子生物学一カ ド ヘリ ソ から エピ モルフィン ヘ一く バイオマテリアル 研 平井洋平 ) 

11:25 一 12:10 細胞 外 マトリックス 系と組織構築く 東京医科歯科大・ 難治 研 mm 隆一郎 ) 

12:10 一 12:55 再構成培養皮膚を 用いたがん研究 く 東大・医科研黒木登志夫 ) 

12:55 一 14:00 昼 食 

14:00 一 14:45 軟骨と骨形成の 分子生物学 く阪大 ・ 歯 鈴木不二夫 ) 

14:45 一 15:05 新しい神経軸索形成 ( 伸長 ) 因子 く 横浜市大・ 医 堀江秀興 ) 

15:05 一 15:30  中枢神経細胞のパターン 形成を目指してくバイオマテリアル 研 渡辺芳明 ) 

15:30 一 15:45 休 憩 

15:45 一 16:05 培養系での血管形成とその 応用 く 工技院・微生物工業技術研姉井洋司 ) 

16:05 一 16:25  マイクロキャリアー 培養下での血管内皮 ff 胞の機能 冗進く 東レ・基礎研佐野東海 予 ) 

1f6:2R 一 16:4S  ラ氏島細胞のマイクロカプセル 化 一 細胞 ォる 植を目指して 一く 国立循環器病センター 研 岩田博夫 ) 

16:45 一 17:05  肝臓の臓器工学一培養系での 人工臓器を目指して 一く 東工大・生命理工赤池敏宏 ) 

17:30 一 19:00  懇親会『バリル・セイン、 れ ( 東京医科歯科大 1 号館 9 階 ) 

[ 実行委員会 ] 小林茂 保 ，古里勝利，佐野点梅子，赤池敏宏，小山秀機，野田浩Ⅰ増井 徹 

[ 協 ， 賛 ]  日本動物学会，日本細胞生物学会，日本生 ィヒ 学会，日本癌学会，日本薬理学会，日本薬物動態学会， 

日本薬学会， 日本医学会， 日本発生生物学会，高分子学会， 日本化学会， 日本バイオマテリアル 学 

会， 日本人工臓器学会，分子生物学会，器官形成研究会， 日本動物実験代替法学会， 日本毒性病理 

学会， 日本動物 fflBtq,T 学会， 日本農芸化学会，バイオインバストリー 協会， 日本病理学会，繊維学 

会， 日本肝臓学会， 日本製薬団体連合会， 日本糖質学会， 日本糖尿病学会， 日本結合組織学会 

く 一部交渉中 ) 

[ 会 費 ] 学 生 本学会会員，協賛 学 協会会員 非会員 

大学・官公庁 1,000 円 2,000 円 余 業 2.000 円 4,000 円 ( 会費は当日会場にて 余 業 4,000 円 8,000 円 お支払下さい。 ) 

[ 懇親会費 1  6,000 円 

[ 申込方法 1  お手紙又は FAX にて，参加者氏名，所属 ( 住所，団体名，電話， FAX), 所属 学 協会を御記入の 

上，下記申込先までお 申込下さい。 ( 先着 150 名で ダ 切らせていただきます。 ) 

[ 申 込 先 ] 〒 227 横浜市緑区長津田 mT4259  東京工業大学生命理工学部生体分子工学科 赤池敏宏 

TEL 045 一 922 一 1111 内線 2555 FAX 045 一 921 一 1089 
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日本学術会議だより ル ． 26 

一 共同主催国際会議閣議了解得る 一 

平成 4 年 9 月 日本学術会議 f 報 委員会 

平成 5 年度の日本学術会議の 共同主催国際会議 6 件については ，平成 3 年 5 月の第 111 回 総会において 決定されましたか ， 

政府としても ，本年 6 月 30 日の閣議において ， これらの会議を 日本て開催すること 及ひ 所要の措置を 講することを 了解しま 

したの て ・お知らせします。 

平成 5 年度の共同主催国際 
会議の閣議了解 

1 . 日本学術会議では ，昭和 28 年 9 月の国際理論物理学会 

議 ，昭和 30 年の国際数学会議の 開催以来，平成 3 年度ま 
でに 123 件，本年度も f 件の国際会議を 関係の学会と 共 
同して開催」．我が 国のみならず 世界の学術水準の 向Ⅱに 

努めてきたところであ る。 平成 5 年度にも，下記の 6 食 
議の共同開催を 既に平成 3 年 5 月に決めているが ，本年 

6 月 30 日 ，政府全体としても ， これらの会議の 開催とこ 

れば ついての所要の 措置 ( 会場・警備，入国手続き 上の 

配慮・予算措置等 ) を講ずる旨の 閣議了解を行った。 
( 平成 5 年度開催会議 ) 
  アジア社会科学研究協議会連盟第 10 回総会 
平成 5 年 9 月 5 日から nl 田川 lB 茸市 ・かながわサィ 
エ 、 ノス ノぐ - ク ) 

  第 15 回国際ヰ直物科学会議 
平成 5 年 8 月 23 日から 9 月 3 日 ( 横浜市・横浜国際 
平和会議場 ) 

  第 7 回太平洋学術中間会議 
平成 5 年 6 月 27 日から 7 月 3 日 ( 沖繊県 宜野湾市   
沖繊 コンベンションセンタ 一 ) 

  第 24 回国際電波科学連合総会 
平成 5 年 8 月 23 日から 9 月 3 日 ( 京都市・国立京都 
国際会館 ) 

  第 2n 回国際純粋・ 応用物理学連合総会 
平成 5 ヰ -9 月 20 口から 25 日 ( 奈良県奈良市・ 奈良県 
新公会堂 ) 

  第 6 回国際気象学大気物理学協会科学会議及び 第 4 回 
国際人文科学協会科学会議合同国際会議 

平成 5 年 7 月 11 日から 23 日 ( 横浜市・横浜国際平和 
会議場 ) 

@ 閣 ・議了解の内容 ) 

( 各国際会議ごとに 了解 コ 
1  ( 各会議 名 ) を ( 共同主催ヂ会 名 ) と共同してザ 戒 5 
年度に我が国において 開催するこ - ノ 
2  関係行政機関は ，上記会議の 開催について 所                             
置 き ・ % すること。 
2 . なお， 国際会議共同主催の 申請から決定までのスケジ 
ュ 一ルはおおむ i-1 次のようになっている。 

  会議開催 3 年前 ( 年末まで ) 申請募集 
  会議開催 2 年前 
( 2 一 3 月頃 ) 
供 Ⅱ 系 部会，運営密議会附置Ⅲ際会議 甘                                                           
委員会でのヒアリンバ 等 

( 3 一 4 月頃 ) 

運営審議会での 決定・総会への 報告 
  会議開催 1 年前 
( 6 一 7 月頃 ) 

閣議了解 ( 政府としての 共同主催正式決定 ) 
共同主催学会との 合意書締結，組織委員会の 発足 
功布本年年末締切りの 平成 7 年度共同開催会議の 募集 
を 広報しているところであ る。 ( 詳辛 m は， 日本学術会議 
月報をご覧下さい 0) 

日本学術会議主催公開講演会 

本会議では，毎年公開講演会を 開催しています。 この 講 
演 会は会員が講師となり、 一つのテーマを 学際的に展開し 
ています。 この秋には二つの 講演会の開催が 決まりました 
ので，お知らせします。 多数の方々のご 来場をお願いしま 
す 。 入場は無料です。 

1  公開講演会「 20 世紀の意味と 21 世紀への展望」 
日時 平成 4 年 10 同 5 口 ( 月 ) 13 : 30 一 16 : 30 
会場 日本学術会議講堂 

演題・演者 
「国際政治力観点から 一丁長い平和 コは 持続可能か」 

永井 陽 之助 第 2 部会員 
( 青山学院大学教授 ) 

「文明論的観点から」 弓削 達 第 1 部会員 
( フェリス女学院大学学長 ) 

「科学・技術の 観点から」 伊達 宗行 第 4 部会員 
( 大阪大学理学部長 ) 

11  公開講演会「医学からみた 日本の将来」 

日時 平成 4 年 11 月 28 日 ( 土 ) 13 : 30 一 16 : 30 
会場 金沢市文化ホール 大業会室 
金沢市高岡 W15 一 l TEL 0762 一 23 一 1221 

演題・演者 

「 子 ・どもたち」 馬場一雄 第 7 部会員 
( 日本大学名誉教授 )   五島雄一郎 第 7 部会員 
( 東海大学教授 @ 

「医療技術の 開発」 渥美和彦 第 7 部会員 
( 東京大学名誉教授 ) 

「食物と栄養」 内藤 博 第 6 部会見 
( 共立な子大学教授 ) 

「医療制度の 将来」 下山城二 第 2 部会員 
( 大東文化大学教授 ) 
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物理学研究連絡委員会報告 
「物理学研究の 動向と将来への 課題」 

7 月 24 日の運営審議会において 標記の報告の 公表が承認 

された。 1970 年代から 1980 年代にわたって ， 日本の物理学 

の研究動向，研究環境を ，かなり厳しい 批判的スタンスで 
蒐集した客観的データに 基づいて分析し ， 1990 年代におけ 

る日本の物理学の 課題を展望しょうとする 野心的な報告で 
あ る。 日本の物理学研究，教育の 将来を論ずるための 不可 
欠の資料と い える。 A4 版 112 ぺ ー ジにまとめられており ， 

日本物理学会の 協力を得て，同学会会誌別刷の 形で関係者 
に 公開される予定であ る。 

本報告は， もともと第 14 期物理学研究連絡委員会が ， 久 

保亮五委員長の 提案に基づいて「物理学の 研究・教育に 

関する調査小委員会」 ( 委員長長岡洋介 東 大寒所所長． 幹 
事中井浩二高エネ 研 教授，委員小林俊一東大理，鈴木洋上 
智大理 1, 玉垣良三 頁 大理。 平田邦男山梨大教育．小沼通 

二慶大理の各教授 ) を設置してデータの 蒐集・分析・ 要約 
を 1990 年 7 月から 1991 年 5 月にわたって 精力的に行い ， 19 
90 年 6 月 20 日の物理学研究連絡委員会全体会議に 提出され 

たものであ る。 第 14 期物価 連 任期終了に伴い ，報告書及び 
今後の進め方についての 取扱いを次期物価連への 引 雛事項 

とした。 これを受けて・ 第 15 期物理学研究連絡委員会は 19 
92 年 5 月 22 日の全体会議において 本報告の取扱いについて 
協議し公表を 決定して中嶋貞雄委員長を 通じて 7 月 7 日 

の第 4 部会の了承を 求め，運営委員会に 提案することとな 
った次第であ ． る 。 
本報告書が， 日本の物理学の 研究，教育に 関心を寄せる 

多方面で活用されることを 期待したり。 

物理学研究連絡委員会報告 
「理論物理学の 研究体制の充実について」 

7 月 U4 日運営審議会において 標記の報告の 公表が承認さ 

れた。 湯 Ⅲ秀樹博士のノーベル 賞受賞にちなんで 初の全国 

共同 利 m 研究所として 設置された京都大学基礎物理学研究 
所と一般相対論のユニークな 研究で知られる 広島大学理論 

物理学研究所は・ 1990 年に統合され ， 内外の期待を 集めつ 
つ，理論物理学の 総合的研究を 目指す拡充・ 強化された基 

礎物理学研究所として 再発足することとなった。 しかし。 
現実には分野間の 均衡が十分でなく ， また北白川と 宇治に 

建物が分離されている 等，統合の実を 十分に挙げ得ない 現 

況であ る。 
199W 年 5 月 22 日の物 研連 全体会議は・ このような状況の 
改善が速やかに 改善され，理論物理学における 日本の輝か 
しい伝統が復活されるよう ，関係各方面に 報告， 支援を要 
詣 することとなった。 

材料工学研究連絡委員会報告 
「繊維工学研究・ 教育に関する 諸問題」 
産・学協力による 繊維工学研究と 教育の振興 

わが国の繊維産業はかつて ， 日本を支える 大産業であ っ 

た。 石油危機，貿易摩擦などによって 低迷を余儀なくされ 
た時期もあ ったが，今日では 先端産業の要素技術ともなっ 

て ，その堀野を 拡大し． また新合繊に 象徴されるような 高 
度機能商品を 開発し， 日本は世界のトップレベルを 行く繊 
維技術 国 となった。 現在繊維産業の 従業員数は 280 万人． 
総取引額は約 64 兆円に達し 日本産業の中でも 上位を占め 
る基幹産業となっている。 

この繊維産業を 支える繊維科学技術教育を 見ると・ かつ 
て国立大学には 3 つの繊維学部と ，染色化学・ 加工学を含 
めて 19 の繊維関連学科があ ったが，産業構造の 変化と共に 
改組転換されて ，今日では繊維系学生の 定員 50 人と激減す 
るに至っている。 大学院教育では ，繊維 学 研究科の名称は 

一時期全廃された。 その後，産・ 学の強い要望によって ， 

平成 3 年に信州大学工学研究科に ，繊維生物機能科学，繊 
維機能工学，繊維極限材料工学の 3 大講座が唯一設置され 
るに至った。 

ところが，繊維産業の 将来 は ，世界人口の 増加，発展途 
上国の 1 人当たりの繊維消費量の 増加から，繊維需要は 膨 

大な成長力を 秘めている。 さらに，消費者主導型経済社会 

となって， フ アッションにも ， 色 ， 柄 ，デザインに 加えて 

高機能性と加工技術が 重要となってきている。 また，繊維 

素材から最終商品までをシステム 化した生産・ 物流技術， 
産業資材用途の 拡大，地球環境改善への 用途開発への 期待 
高性能スーパー 繊維による航空・ 宇宙，海洋・ 原子力，土 
木・建築分野への 貢献，光ファイバ 一による情報通信分野， 

中空 糸 による人工育成，酸素濃紺などへルスケア 分野， 

海水脱塩追水など 先端分野でも 重要な産業として 自立しつ 

つあ る。 

こうした繊維産業発展の 基礎となる高度技術の 開発を促 

進しその 力 を次世代へと 継承させるためには ，高度に訓 
練・教育された 人材の育成が 不可欠であ る。 我が国にとっ 

て，繊維科学技術の 研究・教育機構の 再構築は熊 引 のき．と 

なっている。 これに対して ，欧州では E C 統合を控え，各 
国の特徴に応じ 産学協力し繊維系大学の 単位互換制度を 

指向するなど ，繊維技術教育の 再活性化に成功している。 
米国では繊維関連大学が 十数枚もあ り， その中でノース ； 
ロライナ州立大学を 繊維科学技術教育のセンターとして ， 

ニューヨーク 州立ファッション 工科大学をアパレル・ファ 

ッション教育のセンターとして 位置付けて，全世界へ 人材 
を送り出している。 

我が国で、 産学協力して 設立する機構としては ，全国繊 
維関連大学，研究所，及び 地域産業を結ぶ 役割を持ち．我 
が国の優れた 繊維工学知識の 世界への発信と・ 国際的人材 
育成への寄与のため ，欧州，米国と 並，，東アジアの 繊維 

科学・技術の 中心機構として 活動することが 望まれる。 
この活動は ， 我が国に全世界の 人々から期待されている 

国際貢献の一つとなろ う 。 

・お問い合わせ 等があ りましたも，下記ま 

でお寄せください。 

〒 106  東京都港区六本木 7-22-34 
日本学術会議広報委員会 電話 03 は 40 目 6291 
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日本学術会議だより ん ， 27 

秋の総会開催される 

平成 4 年 ml 月 日本学術会議広報委員会 

日本学術会議は 去る 10 月 21 日から 23 日まて，第 115 回総会を開催しました。 今回の日本学術会議たよりては ，同総会の議 

車 内容 及ひ 総会中に発表した 会長談話等についてお 知らせします。 

日本学術会議 第 ll5 回総会報告について 平成 4 年度日米学術交流について ( 会長談話 ) 
平成 4 年 10 月 21 日 

日本学術会議第 115 回総会 ( 第 15 期・第 4 回 ) は， 10 月 1  本年度の日本学術会議の 二国間学術交流事業として ， 

21 日 一 23 日の 3 日間開催されました。 9 月 27 日から 10 月 11 日まての 2 週間にわたり ，私を団長 

総会の初日は ，会長からの 前回総会以降の 経過報告に続 とし各部所属の 会員 7 名，その他事務局 2 名，計 10 名 

い て．運営審議会附置委員会，部会，常置委員会，国際 対 て 構成する代表団かアメリカ 合衆国を訪問した。 

応委員会，特別委員会の 各委員長，部長からの 報告かあ り 

ました。 また，本年 9 月 27 日から 10 月 11 日までの間，二国 

間学術交流委員会の 代表団がアメリカ 合衆国を訪問し ，ア 

メリカ合衆国の 学術の現状を 視察するとともに ，大統領補 

佐官を始めとする 連邦政府機関の 関係者，国立科学財団の 

関係者，その 他関係機関の 関係者との意見交換を 行 い，多 

大なる成果が 得られたとの 訪米報告が行われました。 午後 

からは各部会が 開催され，国際対応委員会や 研究連絡委員 

会の在り方等について 審議が行われました。 

なお，二国間学術交流の 成果等に関する「平成 4 年度日 

米学術交流について」の 会長談話を 21 日付けで発表しまし 

/@@ 

総会 2 日目は，学術分野における 国際貢献に関しての 自 

由討議が行われ ，国際貢献の 意義，方針等について 活発な 

討議が行われました。 本件については ， 日本学術会議第 15 

期活動計画の 中に重点目標として 掲げられており ， また， 

昨年秋の第 113 回総会において 内閣官房長官から ， 学 mi ぁ汗 

究の分野で我が 国がどのような 国際的貢献をなすべきかに 

ついて全学問領域から 総合的に検討し 意見を出すよ う求 

められ，以来， 日本学術会議としては 重要案件として 審議 

してきたものです。 
午後からは．米スペースシャトル「エンデバー」で 微小 

重力実験に取り 組んだ毛利 衛 さん，向井千秋さん ，土井隆 

雄さんの 三 宇宙飛行士を 招き，実験成果等の 報告をしてい 

ただくとともに 会員との意見交換が 行われました。 

なお， 「学術分野における 国際貢献について」の 会長談 

話を 22 日付けで発表しました。 
総会 3 日目は，文化としての 学術特別委員会を 始めとす 

る各特別委員会，各常置委員会が 開催されました。 

2  今回の日米学術交流は ， 21 世紀に向けて 我が国の学術 

の発展向上を 図るためには ， 日米両国の緊密な 連携協力 

が不可欠であ ることから，アメリカ 合衆国の学術研究の 

現状と動向について 調査するとともに ，関係機関の 責任 

者等と忠世な い 意見交換を行 う ためであ った。 なお． こ 

の機会に，いわぬ る ビッバ・サイェン ス の象徴とも いう 

べき S S C, NASA. N I H 等の現地視察を 行った。 

3  連邦議会の会期末で 1993 年度予算案の 調整等のため 極 

めて多忙な時期であ ったにもかかわらず ，いずれの機関 

においても， トップ又はそれに 準ずる責任者が 自も出席 

するなど，代表団は 温かく誠意あ ふれた応接を 受け，関 

係者の日本の 学術への期待が 極めて大きいことが 印象的 

であ った。 代表団の感想として 特記すべき点をいくつか 

挙げれば。 次のとおりであ る。 

(1.) アメリカ合衆国の 学術政策の基盤は ，確固たるもの 
があ り， これに割り当てられる 国家予算のスケールも 

大きい。 これは，学術に 対する同国の 期待の大きさを 

表すものであ る。 例えば， 186M 年にリンカーン 大統領 

のイニシアティブで 設立された科学アカデミーは ，政 

府からの独立を 前提とし．政府，議会の 諮問に応える 

など，政府，議会との 緊密な連携の 下に・国民並びに 

人類の福祉の 向上に寄与しているが ， その後設立され 

た工学アカデミⅠ医学会とともに ，総額約 250 億円 

余に - ヒる 予算を毎年政府から 受け取っている。 これは， 

日本学術会議の 使命と今後の 発展を考える 上で参考と 

なるもの て 。 あ る。 
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(2) 学術の国際協力については ， 日米両国は，経済力・ 

先端科学技術の 水準から見ても ，世界の中で 指導的役 

割を果たすべき 立場にあ り，両国の学術交流を 中心と 

して新しい時代の 知識と技術を 創造し 人類の発展に 

寄与して い く必要があ る， との認識がアメリカ 合衆国 

の関係者にあ り，我が国としても ， このことを考慮す 

べきであ る。 

(3) 日本政府が本年 4 月に決定した 科学技術政策大綱に 
おける国家予算の 倍増計画については ，アメリカ合衆 

国の関係者は ，大きな期待と 好意とをもって 注目して 

いろ。 

(4) S SC, 宇宙開発などのビッバ・ サィェシ スについ 
ては， それぞれの計画が 学術における 開拓者精神とで 

もよぶべき情熱をもって 推進されていることをが ，認 

められた。 特に， 3 名の日本人宇宙飛行士 達 との懇談 

は感動的とも いう べき印象を残した。 

また， S S C 計画への資金面での 参画問題について 

は，我が国の 学術研究の基盤自体が 不十分であ り， こ 

れの充実強化が 優先的課題であ ること，欧州やアジア 

諸国等との協力をど う 考えるか， S S C 計画自体への 

国民の理解をど う 促進するか， など今後早急に 検討し 

なければならない 課題があ ること， などの当方の 説明 

に対して， これを傾聴する 姿勢が見られた。 

4  今回の日米学術交流の 間に形成された 代表団の一致し 

た認識は，冷戦終焉後の 新しい世界秩序形成過程におけ 

る諸課題の一つとして ，学術のあ らゆる領域にわたって 

の国際協力が 今後ますます 重要性を持つということであ 

った。 そのことは，今回の 代表団へのアメリカ 合衆国側 

の対応からも 十分窺われるところであ った。 

5  代表団としては ，今回の訪米の 結果 は ついて，総会， 
運営審議会， その他の関連の 委員会等において 会員に報 

告するとともに ， 政 府関係者に対しても ，必要に応じて 

報告を行 う 予定であ る。 その上で， 日本学術会議会員は 

もとより，政府並びに 国民の間で ， 我が国の学術に 関す 

6 国際協力・貢献の 在り方について 十分な論議が 行われ 

るよう強く期待するものであ る。 

6  終わりに・今回の 代表団の訪米に 当たり，格別の 御協 

力を い ただ い たアメリカ合衆国側関係者及び 在 アメリ； 

合衆国日本大使館の 関係者に対し ここに深 い 感謝の会 

を表するものであ る。 

学術分野における 国際貢献について ( 会長談話 ) 
平成 4 年 10 同 22 日 

現在，我が国の 国際的な貢献が 強く求められて お り，各 

方面でその方策が 討議されているところであ る。 日本学術 

会議としては ，平成 3 年 10 月の第 113 回総会において・ 時 

の坂本三十次内閣官房長官から ，学術研究の 分野で我が国 

がどのような 国際的貢献をなすべきかについて 全学問領域 

から総合的に 検討するよう 求められ，以来，特別委員会を 

設けて検討するとともに ，今回の第 115 回総会においても ， 

会員全員による 討議を行った。 

今回の総会での 討議を踏まえ ，私としては ，次の点を強 
調したひ。 

1  本来学術の国際貢献とは ， 日本における 学術研究の 

成果を広く世界に 伝達・発信し 学術の進歩に 貢献す 

ることであ る。 

2  海外から研究者が 進んで来日し ， 優れた研究成果を 

挙げられるような 高水準の研究施設を 整備するととも 

に，外国人が 日本の文化・ 学術を吸収する 能力を高め 

られるような 諸条件を整備・ 充実する必要があ る。 

3  上記 2 を実現するためには ，省庁の枠を 超え，官民 

の 総力を結集して ，必要な資金の 確保，人材の 養成等 

についての基本方策を 策定し推進する 新しいシステ 

ム ( 例えば学術協力機構 ) が必要であ る。 

上記の趣旨を 踏まえ，本会議としては ，具体的な貢献策 

について提案すべく ，全力を挙げて 検討し速やかに 結論 

に達したひと 考えている。 

日本学術会議主催公開講演会 

本会議では，毎年公開講演会を 開催しています。 この講 

演会は会員が 講師となり，一つのテーマを 学際的に展開し 

ています。 平成 4 年度最後の公開講演会が 決まりましたの 

で，お知らせします。 多数の方々の 御 来場をお願いします。 

入場は無料です。 

公開講演会「科学技術を 通じての国際貢献」 

日時 平成 5 年 2 月 22 日 ( 月 ) 13 : 30 一 1B : 30 
会場 日本学術会議講堂 

演題・演者 

「日本の科学技術」 西澤潤一 第 5 部会員 

( 東北大学学長 ) 

「社会科学と 自然科学との 学際研究を通じての 国際貢献」 

松田武彦 第 工部会員 

( 産能 大学学長 ) 

「日本の貴重な 体験の伝授」 猪瀬 博 第 5 部会員 

( 学術情報センタ 一所長 ) 

「 21 世紀の科学技術」 近藤次郎 

日本学術会議会長 

( 申込み 先 )  はがきに，住所・ 氏名・郵便番号を 明記し 
2 月 15 日までに下記宛てお 申し込みください。 

〒 106 東京都港区六本木 7 一 22 一 34 

日本学術会議事務局「公開講演会供」 

容 03 一 3403 一 6291 内線 227,228 

御意見・お問い 合わせ等かあ りましたら，下記ま 

てお寄せくたさい。 

〒 10f 東京都港区六本木 7-22-34 

日本学術会議広報委員会 電話 03(3403)6291 
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会 員 異 動 

(1992 年 卜臼 0 月 ) 

く 新入会員 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( 住 所 ) 

磯 Ⅱ l 桂太郎 日本天・ 歯 ・解剖学第 2  〒 101 千代田区神田駿河台 1- 

講座 8 一 13 

大原 生子 近畿大・ 医 〒 589 大阪府大阪狭山市大野 

兎 377-2 

加藤 逸郎 大阪大・ 歯 ・第 2 口腔 外 〒 565 吹田市山田 丘 1-8 

平井 

栗栖浩二郎 大阪大・ 歯 ・ 第 1 口腔 解 〒 565 吹田市山田 丘 1 円 

剤 学 

近藤 玄 

斉藤 直敬 

松居 靖 久 

松原 茂樹 

㈲美濃州拓哉 

㈲和田 直之 

㈲渡辺 明彦 

年森 清隆 

之
 

子
 
@
7
%
 

三
 

政
 

れ
尺
 

/
h
 

左
藤
 

 
 @
 
学
 

( ①テーマ，②材料 ) 

①組織間相互作用と 結合織 

②ニワトリ 胚 

①生殖分子生物学 

②ラット 

①口蓋の発生 

レ
し
 

分
ィ
 

生
ト
 

発
ツ
 

の
う
 

 
 組
ス
 

腔
ウ
 

コ
 

マ
 

①
②
 大阪大・微生物柄 

月華 瘍 ウイルス 

富山医科薬科大・ 医   

第 1 病理学 

東北大・抗酸菌 病 研究 

所み m 胞 生物学 

自治医科大・ 産科婦人 

科学 

東京大・ 理 ・臨海実験所 

東北大・ 理 ・生物 

東北大・ 理 ・生物 

卸 @l 計 @ 玉ミオ 3l 人 

東京大，大学院理学系 

研究 i, ト 

鹿児島大・ 医 ・生化学 

〒 565 吹田市 m 円丘 3 Ⅱ ①生殖細胞の 発癌・増殖 

機構 

②マウス 

〒 930 Ⅱ 1 富山市杉谷 2630 ①神経系の発生 

神経伝導蹄形成 

〒 980 仙台市青葉区皇陵 町 4-1 ①始原生殖 み m 胞の培養・ 

増殖因子解析 

〒 329-04 栃木県河内郡南河内 ①胎盤の発生・ 機能・形態 

W 薬師寺 3311-1 

〒 238-02 三浦市姉崎町小網代 ① 藤反 動物における 個体発 

1024 生 と系統発生の 関 わ     

②ウニ類 

〒 980 仙台市青葉区荒巻字 育 ①四肢の軟骨パターン 形成 

葉 ②ニワトリ 

〒 980 仙台市青葉区荒巻字育 ①四肢の軟骨パターン 形成 

葉 ②ニワトリ 

〒 889-16 宮崎県 自 ll 奇郡 清哉 W  ①生殖 み m 胞の分化・受精・ 

大字木原 5200 細胞分化 

② ラット，マウス ，ハムスター 

〒 113 文京区本郷 7 円   1 ① 着底 ・変態機構 

②ホヤ 

〒 890 鹿児島市桜ケ 丘 8-35-1 ①細胞接着・ 細胞識別 

第二講座 ②テラトカルミノーマ 
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( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( 住 所 ) ( ①テーマ，②材料 ) 

跡見 順子 東京大・教養 〒 153 目黒区駒場 3-8-1 ①ストレスフロテインの 

発現と発生 

②ラット，ニワトリ ，マウス 

                              敏 アップ 、 ンョ、 ノ ・ファー マ 〒 30 い .42 つくば市初台 23 ①細胞成長因子と 未分化 

、 ンュウ ティカルズ・ りミ 生殖腺の性分 ィヒ 

テッド筑波総合研究所 ②ラット 

田畑 洋文 ㈱日本セイ ギ ケン総合 〒 433 浜松市 葵 W95-10 ①医薬品等生殖発生 毒 ， l. 生 

研究所 試験 

②ラット， ウサギ 

く所属・住所変更 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( 住         

中塚 北史 べ一 リンガー・マンハイム 東宝㈱ 〒 105 港区虎ノ門 3-18-19 

薬事 ・医薬情報部 

高宗 和史 熊本大・ 理 ・生物科学 〒 860 熊本市黒髪 2 

阿部宏之 ㈱機能性ペプチド 研究所 〒 990 山形市南姉番町 11 Ⅱ 6 

羽 mm  祐吾 武田薬品工業㈱ 筑波研究所 〒 300 ㍉ 2 つくば市相合 10 

降雪 芳富 広島大・ 理 ・植物 〒 724 東広島市鏡山 1 円 

干葉 和義 東京工業人・ 生命理工・生命理学 〒 227 横浜市緑区長津田 42R9 

河合 明子 岡崎恭生 所 ・遺伝子発現統御 〒 444 岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 

山岸 敏之 横浜市立大・ 総合理学研究科 〒 236 横浜市金沢区瀬戸 22 Ⅱ 

桑名 貴 国立水俣病研究センター 病理室 〒 867 水俣市浜手下升平 4058-   18 

佐々木 一 明治学し 業糸 m 胞 工学センター 〒 250  小田原市成田 540 

西岡みどり 広島大・ 理 ・両生類研究施設 〒 724  東広島市鏡山 1-1 円 

沢田美智子 通産省工業技術院北海道工業開 〒 062 札幌市豊平区同家来 2 条 17 丁目 2-1 

発試験所応用化学部生物化学課 

星 ． 元紀 東京工業人・ 生命理工，生命 理 〒 227 横浜市緑区長津田町 4259 

学・分子発生学講座 

勝木 元地 九州大・生体防御 E 学 研究所細 〒 812 福岡市東区馬山 3-1-1 

胞学部門 

島田 和哉 辛労耳鼻咽喉科医院 〒 400 叩 6  山梨 見 南巨摩郡鰍沢 W765-1 

清水 克彦 新技術事業団 伏 合着生機構プロ 〒 235 横浜市磯子区新破子 町 27 

ジェク ト   ㈱新潟織工所横浜開発センタ 一内 

栗原 靖之 横浜国立大・ エ ・物質工学科生 〒横浜市保土ケ 谷区常盤台 156 

物工学大講座 
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( 氏 名 ) 

㈲竹本経緯 子 

小山内 実 

山田 武 

弓削 昌弘 

広瀬 裕一 

益田 佳織 

宮村 毅 

㈲森 茂 俊 

大滝 哲也 

星野善一郎 

山下 晶子 

小阪 庫 

太田 訓正 

滝本 正人 

( 所 属 ) 

京都大・ウイルス 研究所 

金沢 大 ・ 理 ・生物 

東邦大・ ミ ・生物学研究室 

福岡女子大・ 家政学・動物学教室 

筑波大・下田臨海実験センタ 一 

日本医科大・ 薬理学 

宝酒造㈱バイオ 研究所 

国立予防衛生研究所放射能管理 

室 

二松学 金太，湘南 校 

岩手大   教育，生物学 

日本大   医・第二解剖学教室 

大阪大   屋・生理学第二講座 

熊本大   医 ・ 脳 免疫統合科学系 

神経分 ィヒ学 

養殖所兜 所 市勢庁舎遺伝 伝 育種 

部口 

( 住 所 ) 

〒 606 京都市左京区聖護院Ⅱ l 原町 

〒 920-11 金沢市月間 町 

〒 143 大田区大森西 5-21-16 

〒 813 福岡市東区 香住ケ丘 1-1-1 

〒 415 下田市 5-10-1 

〒 113 文京区千駄木 1-1-5 

〒 520-21  大津市瀬田 3-4-1 

〒 162  新宿区声山 1-23-1 

〒 277 千葉県東葛飾師郡南町大井 2590 

〒 020 盛岡市上田 3-18 円 3 

〒 173 板橋区大谷口上町 3 帖 1 

〒 565 吹田市山田 丘 2 り 

〒 862 熊本市九品寺 4 づ 4 Ⅱ 
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( 賛助会員 ) 

組織培養はパイレックス ， コ一 ニンバの岩城硝子㈱ 〒 100 

生物学・生態学洋書のことならバリーン 洋書㈱ 〒 210 

試薬・機器の 御用命は名古屋片山化学㈱まで   〒 460 

日製産業株式会社 〒 453 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 〒 102 

藤木理 ィヒ 〒 113 

三菱化成生命科学研究所 〒 194 

明治乳業㈱ヘルスサイェンス 研究所 〒 250 

試薬及び理化学機器販売の 理科研㈱ 〒 463 

科学の技術に 奉仕する理工学社 〒 113 

次代を担うバイオテクノロ 、 ジ 一木Ⅱ 研薬 ㈱ 〒 606 

千代田区丸の 内 3-2-3 

T  E  L  03 円 214 Ⅱ 221 

川崎市幸区塚越 2-260 

T  E  L  044 円 33 叩 470 

名古屋市中区丸の 内 3-11-14 

T  E  L  052 づ 71 円 531 

名古屋市中村区各駅 4-6-18 

( 名古屋ヒル 内 ) 

T  E  L  052 Ⅱ 83 円 846 

千代田区九段南 4-3-12 

T  E  L  03-3262-5256 

文京区 向ケ丘 2-34-12 

T  E  L  03 円 827-8151 

町田市南大谷 11 

T  E  L  0427 イ 4 Ⅱ 226 

小田原市成田 540 

T  E  L 

名古屋市守山図九卿 2-107 

T  E  L  052 Ⅰ 98 Ⅱ 151 

文京区 本 駒込 5-9-10 

T  E  L  03 ヰ 928 円 211 

京都市左京区北白Ⅱ @ 面伊織 町 25 
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賛助会員へのご 入会のお願い 

日本発生生物学会 

会 長 江 口 吾 朗 

近年，ライフサイエンス ，ハイオテクノロ シ 一等の言葉か 広く詰られ，生物学に 大きな関心と 

注目か払われるようになってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会 て ，日本を主に ， 

外国の発生学者を 混しえて約 900 名を結集しております。 発生学は，言うまてもなく 医学・農学 

等の諸分野とも 深 い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめくる 諸問題， 

癌細胞の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学者の 大きな関心の 的になっております。 日本発 

生生物学会は ，これらの分野ての 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致して 

おります欧文話 "Development, Growth and ℡ fferentiation" (DGD) もこの方面の 国際的学 

術 雑誌として高く 評価されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすてに 御 承知のことと 存します。 何卒， 本 

学会趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 本会を 御 支援賜りますよう 御願い申し上けます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーン コ ン・サーキュラー」諒 - ヒに 特記され， 

不会の刊行する 欧 ，和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) か 配布されます。 会費は，一口三万円を 申し 

受けております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局まてお 選り下さい。 

連絡先 : 不発生生物学会事務局 

〒 113  東京都文京区本郷 7 一 3 一 1 

東京大学理学部動物学教室内 取 
日本発生生物学会賛助会員入会申込書 

年 月 日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

    円 ) 

住 所 

会社名 

担当者名 
電話番号 

⑳ 
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広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学。 細胞生物学，遺伝学など ， 

さまざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されて ぃ 

る 学会であ り，国内外に 約 900 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, Growth and Ⅲ fferentiation は， 日本発生生物学会の 機関誌で   

年 6 回発行し国内に 約 1,000 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメ 

一 ション・サーキュラーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等， 是 

150,000 円 

78,000 円 

30,000 円 

15.000 円 

  
年 月 日 

非ご 協力頂きますよ う お願い致します。 

広     料 

DGD 本音 卜 1 頁 年 6 回 

半 頁   

インフオメーン コ ン 1 頁 年 3 回 

サーキュラ 一 半 頁   

申し込み 先 : 日本発生生物学会 

〒 113  東京都文京区本郷 7 一 3 一 1 

東京大学理学部動物学教室 初 取 
広告申し込み 書 

日本発生生物学会 御中 

広吉の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

⑳ 

口 nGD 不き @@ 1 頁 

口   半頁 

ロ サーキュラー 1 頁 

口   半頁 

住 所 

会社名 

担当者名 
電話番号 

一 22  一 



日本発生生物学会 第 26 回大会 
特別割引航空券および 宿泊のご案内 

㎎ 93 年 5 月 26 日㈹～ 28 日㈱の 3 日間、 福岡市にあ きまして、 標記学会 ガ 盛大に開催されま 
すことを、 Ⅲ ガ らあ 祝い申し上げま す 。 
つきましては、 学会ご参加の 皆様のご便宜をあ 図り す る 為 、 航空券・宿泊等のお 世話を 

ム 。 "" 
㈱三 % お昌 憲宗 当よ 0 ぉ鞍し雀翼膀寄モ 轟暴 き寿孝 俘慈 し 弔患桑ぅ ご案内申し上げます。 

国内旅行業登録東京都第 2455 号 

Ⅹ上記出発時刻は「 Qgm 年 Ⅱ 用 現在の板 ダ イやに基づいてあ りますので、 多少変更になる 場合 ガ ございます。 
あ ら ガじ めご了承下さい。 
Ⅹ特別設定住、 設定 使 にあ いて、 弊社の集客 ガ 「 5 名未満の場合、 設定 使 運賃でご利用して 頂く為に 、 使の変更を 
お 願いする場合 ガ ございます。 もしくほ割増し 運賃となりますのであ ら ガじ めご了承下さい。 
Ⅹ空港 ガら 博多駅までは、 連絡バスにて「 W 分 (250 円 ) 、 天神 ( 西鉄 福岡駅 ) まではⅣ 分 (290 円 ) です。 

Ⅰ特別割引片道運賃 

②宿泊利用のご 案内 
米 下記料金は「 泊 朝食 村 、 税金、 サービス 料 込めろ一人様の 学会割引料金です。 

米 ご希望のホテル ガ ございましたろあ 書き下さい。 尚 、 満室の場合 は同 ワラスのホテルをご 手配します。 
Ⅹホテル名及び 部屋料金は、 割振後、 予約確認 書 にてお知らせ 致します。 
Ⅹツインをご 利用の方は、 同室の方のあ 名前もご記入下さい。 
氷上記料金は「 992 年度のものですので 多少、 変動 ガ 有りま す ことをご了承下さい。 



③国内旅行傷害保険のご 案内 
5 月 25 日 一 引日の間で家を 出られて ガ らあ 帰りまでのご 旅行期間中、 下記にて あ 取り扱いしてあ ります。 
ご希望のワイフをご 記入下さい。 

Ⅹ お 申し込み頂いた 国内旅行傷害保険契約に 関しまして、 予約確認 書 に契約 証 番号 ガ 明記されますので、 旅行 終 

了 まで大切に保管してあ いて下さい。 尚 、 保険契約 は 入金確認後、 有効となります。 

④ リ ンワカ ー 利用のご案内 
「コンペンション & レンタカーフラン」 : ニッポンレンワカ ー との提携により 特別料金で し ンワカ ー をご利用頂け 
ます。 詳しくはあ 問い合せ下さい。 

⑤ お 申し込み方法 
Ⅹご % 約は 、 お早 目にお申込書に 助要事項をご 這己 八のうえお申し 込み下さい。 
( 正確を期する 為 、 助ず 申込書にてお 申し込み下さい ) 
Ⅹファワシミリでも 受け付け致します。 
Ⅹ お 申し込みを頂き、 予約確認 書 はご出発の 20 日前頃 にあ 手元にご送付致します。 
Ⅹ予約確認書ガ 届きましたら、 料金を到着後 5 日以内にあ 振込み下さい。 原則として入金確認のうえ、 航空券、 宿 
泊ワ一 ポン等をご送付致します。 尚 、 チケット類はご 出発の「週間ガ 54 日前までにあ 手元に届くようにご 送 
付 致します。 
Ⅹ予約確認書及び 航空券等の発送のため、 お 申し込み「各様につき、 諸経費として 500 円を申し受けます。 

⑥ お 申し込み受付期間 釆あ 早めにお申し 込み下さい 

  1993 年 4 月 23 日㈲まで   

⑦ お 申し込み及びお 問い合せ先 
●株式会社三 慶 (MedVToU の 
㊦Ⅳ 0 東京都豊島区東池袋「 -?5- 「 ァ       (3987) 26%  ( 受付時間 : 平日「 0:00 一仁 30) 

ウエストビル 2 口         (3987) 4659 

⑧ あ 振込み 先 

第一勧業銀行池袋支店 三菱銀行池袋乗口支店 ( ( 当座 当座 )NQ.0 ) № 9014375 Ⅱ 6 「「 ? 株式会社三 慶 

⑨変更料及び 違約料・ 取 清粋 は ついて 
お申し込み後、 お 宮様のご都合で 予約を変更又は 取り消される 場合は、 「各様にっき 下記の変更科又は 取消料 

を頂きます。 尚 、 航空券の取消粉にっきましては 普通運賃に換算したものと 致します。 

( イ ) 変更手数料・ 航空券 り 各様「件につき 下記の手数料を 頂きま す )  ( 木 ) お 申し込み ガら 「 5 日前までにあ 
何日前 ガ 54 日前まで l 3 日前ガ ら 当日 取り消しされた 場合 は 、 「 名様 

「， 000 円 3.OCM0 円 「件につき違約料として 1000 円 
来航空便の変更で 航空会社 ガ変る 場合は、 取消料を頂きま す 。 頂きます。 
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 航空券Ⅱ各様「区間にっき 下記の取 消 料を頂きます ) 

航 空 運 賃 「 4 日前 ガ 54 日前まで 搭乗田 03 日前以降 
「 0,000 円以上 20.000 円未満 3.000 円 5,000 円 
20.000 円以上 30.000 円未満 4,000 円 7.000 円 
30.000 円以上 5,000 円 9.000 円 

宿泊 ( 「各様「件につき 下記の取 消 料を頂きま す ) 

「 4 日前 ガ 54 日前まで l 3 日前以降 無 連絡の場合 
「， 500 円 宿泊料の 50% 宿泊料の 100% 

変更、 取消等によりご 返金 ガ 発生した場合、 実費を差引かせて 頂きます。 
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          A は UA       
加熱冷却ユニット 

クーラー・ヒーターはチタン 製。 淡水はもちろん 海水 

や薬品 液 にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷却 
装置です。 

形式 

HC061A-3 

HC101A-3 

HC131A-5 

HC201A-5 

HC301A-5 

HC401A-5 

7-7     
65W 

l00W 

㎎ 0W 

2oo ⅤⅠ 

3oo Ⅴ け 

4oo ⅤⅠ 

@ 一 クー   
  
300W 

500W 

． 500W 

  
  

慨 @%@h 量 @ ロ @8 

[2o と ￥ 213,ooo 

16o と ￥ 2251ooo 

26o 旦 ￥ 23g,ooo 

3@o り ￥ 258rooo 

@7oE  ￥ 321,ooo 

1ooo Ⅱ ￥ 3@o,ooo 

起 り、 型 ウオーターバス 式インキユベータ 一 
極めてコンパクトにまとめた 超小型の恒温槽です。 

hfMm. 程度の ビ 一ヵ一や小型の 試験管数本の   恒温を得る 

用途に適しています。 

形式 :CTH.l00( 力噂札 専用型 )/CTC-l00( 加 %@ 却型 ) 

外形 サ法 :146x176xh225mm ノ 146x176xh270mm 

@@ 範囲 : 室温 十 5 し 60 。 C/ 十 5 し f6n 。 C 

@@ 精度 : 上り． 05 し土 0 ． l 。 C 
槽 材質 : ステンレス SlJS304 

樽 内 Ⅱ 法 Ⅳ 8xI ㎝ xh5gmnl 

本体価格 : ￥ 98,000/ ￥ 168,000 

低温恒温循環水槽 
実験台上でも 使用できるように 極めてコンパクトに ま 
とめた低温恒温循環水槽です。 水温は低温から 高温ま 
でを任意に設定することができます。 外部循環機能を 
そなえておりますので。 恒温水槽のほか ，カラムの冷却， 
保温など幅広い 用途があ ります。 
形式 :CT 65-300-S 

使用温度範囲 :0 一 50 。 C( 土 0 ． 1 で ) 

外形て @.S 法 :W420xD330XH340mm 

槽内寸法Ⅴ 153xH187mm 
冷凍機 :65W  ヒーター㍑ OOW 

価格 : ￥ 250,00O 

ゼットコンデンサー 

空気または窒素ガスを 試験管内に吹きっ け 。 溶媒の蒸 

発を促進し濃縮時間を 短縮する装置です。 
形式 :JC 70-300 
外形寸法 :350XlgIXh540mm 

槽内オ 法 :300x120xh70mm 

温度範囲 : 室温 一 100 。 C 土 0.4dee 

吹出 ノズル本数 :70 本 

ヒーター :300W 
空気ポンプ :20W 

電源 :100V 

価格 : ￥ 310,000 
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 ゆる物体の低温での   阿   Ⅲ輸送に 
威力を発押します。 商 Ⅲ 屯源 ・大 

型バッテリーを 使 Ⅲしないので 

何重 か 性に富みどこでも 使えます。 

形式 :CTC-422 

外形オ法 :407X1g3xH2298mm 

庫内寸法 :246X  122XH,2 ㎝ mm 

コントロ う ーデジタル設定．デジタル 表 ，元 
価格 : ￥ 88,900C 蓄冷体一 5 。 C  什 ) 

温度勾配装 @( ウオーターバス ) 
温度調節水槽はそ ォ L ぞれ独自の温度に 設定できます。 

精度の高 い阿温 が得られます。 温度の設定はデジタル 式。 

振 と う 装置付きもあ ります。 

形式 :TGW Ⅲ・ 連 )lTRW.5 何 %) 

使用温度範囲 :0 一 50 。 C 

温度調百行 % ぎ @: 士 0.05 一十 n.l 。 C 

槽内寸法Ⅱ 50x260x150x37x5 
冷凍機 :200W 300W 

ヒーター :g0Wx3/X5 

㎜ 格 : ￥ 788,000 Ⅰ￥ 970,000 

本城 式 プランクトン 濃縮装置 加圧 式 インキュベーター 
プランクトンを 効率よく回収する 装置です。 空気または不活性ガス て 加圧した環境下で 各種生物を 

プランクトン 細胞の崩壊 か 少なく， 低 濃度で分布して 培養する装置です。 新鮮な空気を 常に供給しなから 一 

いる種類を観察することか 定圧を保っことかできますので 安定した培養環境 か得 

てきます。 ろ 通水 は プラン られます。 

クトンの体液 か 混入しない 形式 :PI 203 

純水なものか 得られます。 最大使用圧力 :25kg/cM 
ろ 紙の表面は目詰まりしに 内 寸法 4  190Xh440mm 

くく 与，い炉 速か得られます。 外形寸法り 280Xh530mm 

本体材質 : 透明アクリル 形式 :PCl5-S 

回収率 :80 一 95% 価格 : ￥ 198,000( 加圧ポンプは ぉ @J) 

イれ百十 幸キ : ￥ 98,000 給水装置 減圧弁・安全弁 付   

  アクア株式会本土 〒 l4@  東京都品川区西五反田 2 Ⅱ 0 円 丁 EL.03 円 495 づ 668/FAX.0 ㌻ 3495 づ 688   
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研究用試薬 - ・ ヤ @ ザイナキシス 社 

生 細胞の染色に 

細胞蛍光標識キット 
Cel@  」 inker  Technology に基づく細胞染色法で ，細胞膜 

に高 親和性を持つ 新しいタイプの 蛍光色素 PKH2 または PKH26 

蛍光色素と希釈 液 とを組み合わせた ，細胞蛍光標識キットです． 

胞 機能に影響しません 
細胞と数分間混合するだけず ， 生 細胞をその機能を 損うことなく 染色 

可能 て     ，細胞の移動や 増殖のモニタリンクに 大きな威力を 発揮します   

便 です 
従来 "Cr 等を用いて行われていた LAlo 糸 ml@ 包のモニタリンクや NK 活 

性の測定が簡便に ， しかも安全に 行 う ことができます   

l , 『Ⅱ 円 
  ，   女王です    

 

ウサギ赤血球を 標識した場合， PKH26 ずは in vivo でその溶出の 半減 

期が 100 日以上を示し ，長期のモニタリンバが 可能ずす． 

Tumor Localization of PKH26 Labeleed 

TILs. 

マウス肺癌組織に 浸潤している ， PKH26 て。 
染色した TL-2 処理リンパ球が 観察されます． 
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マウスのテラト 一マ 森脇和郎 野口武彦村松 / 庄 喬 / 編集 
一 EC 細胞による哺乳動物の 実験発生学一 定価 3914 円 ( 税込 )A  5 判・ 296 頁・並製 

テラト一％ の 生物学的な知識， EC 細胞の種類と 成立， ECmm 胞を用いた初期 歴め 
細胞生物学・ 分子生物学的研究， ECiMm 胞のキメラ動物への 応用などについて ， 研 
究の進展を紹介し・その 理論と実験技術を 解説してあ ります・ 

妹尾方 知丸 加藤淑 裕 入谷 明 

鈴木萩 悦 舘掛 / 編集 
定価 15450  円 ( 税込 )B5 判・ 480 頁・上製 

一基礎理論と 実験 法一 
初期発生の基礎理論をはじめに 説明しついで 初期胚を研究対象とする 主要な実験 

研究法を解説してあ ります．生命現象研究へ 大きな手がかりとなる 本書は，医学・ 
生物学，農学・ 薬学を専攻する 研究者の必携の 書です   

体 仏学 山根 組 岡田善雄 堀川正克 黒木登志夫 / 編集 定価 10094 円 ( 税込 )A5 判・ 720 頁・上製 

HVJ による細胞融合法，薬物や 放射線，化学物質を m いた細胞の突然変異による 
研究，あ るいは遺伝子組操法を 使った研究等林み B 胞 遺伝学研究の 最前線をまとめた 
モノバラフィー．医学・ 生物学・農学・ 薬学研究に絶好の 参考書です・ 

キ シエ 里 工学社東京都文京区 本 駒込 5-9-l0  電話 0 Ⅰ 3828)52@l( 代 @  振替口座番号東京 l-34676  〒Ⅲ 

トランスファー 呂 

ハ イブリダイゼーショ 

メ ルタ では サ サ ン 、 ノーザントランスファーとハイフリタイゼーションに 

用いる試薬を 調製し、 濃縮タイプまたは Ready-to-use タイプとして 取り揃 

えました。 

  トランスファ * 卸 試薬       ハ イ ブ 。 リダ イ ぜ で ジ肖ン用識薬   

SSC 溶液 pH  7.0 デ ンハールト溶液 

20X 濃縮 液 900ml 50x 濃縮 液 l0ml 調製用 

オートクレーフ 済 凍結乾燥 は 。 

DNase 、 RNase 及ぴ 

protease ブ リ一 
なお、 上記以外の関連製品及び 詳細にっきましては 下記までお問い 合せ下さい。 

  中 関東化学株式会社試薬事業本部                                                                                                                                       
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( 顕微鏡用透明冷却 板 ) 特許由 詫済 

マイクロクーラー・プレートは、 室温から 一 25 。 C(MC- 
100) の範囲 ず霜 ( 曇り ) を防止した状態で 設定した温 
度に自動制御します。 電子冷却方式の 為液体窒素が 
不要で、 更に OOmm シャー ノ ーあ るいはスライドガラスが 
セットできる 広 い 透明冷却面となっています。 

機種 設定温度 精度 標準価格 
MC-l0  室温から 0 で 士 0 ． 5 。 C  58 万円 
MC-l00  室温から 一 25 で 士 lcC  l28 万円 

● r 冷却タイフ I 「加 湿 タイフ @ のカタロ ク のご請求は本社営業部へ。 
●フレート形状、 カラス面への 入 開け加工等御相談に 応じます。 

マイクロウオーム・プレートは、 透明なガラス 板の面全体 
が 発熱 体 ずすのでむものな い 均一な表面温度を 保ち 
ます。 ( 設定温度 : 室温 一 50 で ) 精密定温下での 培養 
状態観察に 、 ス 、 細胞組織の電位測定等に 活用され 

ております。 用途により多機種取り 揃えております。 

株式会社 コじ里 サフライ 
本社営業部 静岡県富士宮市姉日平 1429 〒 4 「 8 

丁日」・ (0544)2 ト 883]  FAX.(0544)27 づ 060 
東京出張所 丁日」・ (03)3903-74 「 0 
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